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・ステップ 2：経路選択率（OD間の各経路交通量を

OD交通量で割った値）の和を 1.0とする処理 

 

３．入力断面箇所数の相違による推定結果の検証 

(1) 検証方法 

日別OD交通量逆推定モデルの入力データを示す

（表-1）。常時観測体制では、観測断面交通量を取

得できる地点数は、トラフィックカウンター等が設

置された地点に限られることから、一般道路におい

て、平成27年度のセンサスの観測地点数よりも減少

する。これを想定して入力地点数が異なる複数のケ

ースの設定を行った。リンク利用率は入力可能箇所

を全て入力するケース0（基本ケース）を対象に、前

述のリンク利用率の補正手法を適用して算定する。 

(2) 検証結果 

①推定結果 

近畿地方全体のケース0～3の推定結果を表-2に示

す。ケース1･2は、入力断面箇所を無作為に削減した

ケースであり、ケース3は現時点で利用可能な全ての

常時観測箇所を用いることを想定したケースである。 

ケース0と比較したケース1･2の推定発生交通量

の%RMSは、3.8%以下であった。一方、ケース3は6.4%

と、ケース0～2と比較してやや大きい程度であった。

断面交通量の%RMSも同様の傾向であり、ケース3はケ

ース0～2と比較してやや大きいものの、%RMSの値に

大きな差はなく、推定精度に大きな違いはなかった。 

②発生交通量の増減傾向 

近畿地方の各地域に着目して、ケース3の各ゾーン

の推定発生交通量の増減傾向について、ケース0との

比較を示す（図-2）。発生交通量が低く推定される

地域が、郊外部を中心に確認された。原因として、

入力値のリンク利用率の補正が十分でないことが考

えられる。リンク利用率に適用したETC2.0プローブ

情報は高速道路・直轄国道に設置された経路情報収

集装置を通じてデータを収集している。これらの地

域では高速道路・直轄国道のネットワークが疎であ

るため、補正に適用するETC2.0プローブ情報が不足

し、リンク利用率が正しく補正できていないことが

要因と考えられる。 

 
図-2 ケース0とケース3の推定発生交通量の比較 

 

４．おわりに 

本研究では、入力地点数が異なる複数のケースを

設定し、OD交通量逆推定結果の安定性を検証した。

現在実現可能な常時観測体制を想定したケース3の

推定精度は、近畿地方全体では他ケースと比較して

大きな差は認めらなかった。一方、各地域に着目す

ると、精度の低い地域があり、リンク利用率の補正

方法の改良が必要と考えられる。また、現在取り組

みを進めているCCTVカメラ(AI解析)による一般道に

おける交通量の常時観測箇所数が増えることで、推

定精度の向上が一定程度期待出来る。 

☞詳細情報はこちら 
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OD交通量逆推定手法の観測地点の相違による推定結

果の安定性検証 
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（高速＋一般(常観地点)）

（ケース3/ケース0）

表-1 入力データ 

対象地域 発生交通量
目的地選択

確率
リンク利用率

観測断面

交通量

近畿地方

（896ゾーン）

平成27年度

情勢調査によ

るOD交通量

から算出

平成27年度

情勢調査によ

るOD交通量

から算出

ETC2.0の経路情報

から算出したリン

ク利用率を、成長

率法で補正

平成27年度

情勢調査によ

る交通量調査

結果を適用

表-2 推定結果 

ケース
観測交通量の
入力断面箇所数

発生交通量 断面交通量
（高速+一般）

交通量
(十万台)

％RMS
(ケース0
と比較)

交通量
（十万台）

％RMS

センサスで
得られた値

147 490

ケース0
基本ケース

合計：2,264
一般：1,770 高速：494

145 482 18.1%

ケース1
一般40%減

合計：1,556
一般：1,062 高速：494

144 3.1% 478 18.3%

ケース2
一般60%減

合計：1,202
一般： 708 高速：494

143 3.8% 476 18.3%

ケース3
高速+一般(常観)

合計： 510
一般： 32 高速：478

141 6.4% 469 18.9%
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１．はじめに 

地方創生、環境問題への対応、木のある空間の創

出などの観点から、建築物の木造化・木質化の促進

が求められている。そのため、中層木質混構造建築

物(CLT等の木質系大型パネルを用いた木造と他構造

種別等を混用した中層建築物)に関する、一般技術を

用いた、構造設計法、防耐火設計法、耐久設計法等

の整備に資する技術開発に取り組んだ。 

２．技術開発の概要 

中層木質混構造建築物について、必要となる主

要な次の 3つの技術性能を検討するためのプロトタ

イプ(図-1)を設定し、必要に応じ意匠面の確認も行

いつつ、担当研究者が相互に連携し検討した。 

図-1 プロトタイプ(CLT＋S骨組)の外観と内観イメージ 
 

(1)構造性能に関する検討 

 木材をあらわし(通常見えない部分を見せて仕上

げること)や軽微な防耐火被覆で用いることのでき

るプロトタイプを、CLT＋鉄筋コンクリート(RC)、

または、CLT+鉄骨造(S)の混構造において選定し、

構造性能評価法等について、技術開発を行った。 

(2)防耐火性能に関する検討 

構造性能と、防耐火性能の調和を図りながら、木

質構造部分個々の耐火性能が建物全体の性能に与え

る影響を考慮した防耐火設計事例や、天井への散水

設備等について、その効果を実験的な検討を行った。

(図-2) 

図-2 内装制限に対する天井散水設備の効果 
 

(3)耐久性能に関する検討 

木造建築物の腐朽の原因となる雨水浸入や結露等

の水分に着目し、中層木造建築物を対象に耐久性向

上を目的とした設計・施工方法、耐久性能評価技

術、及び維持管理手法の整備について、技術開発等

を行った。 

３．おわりに 

国土交通省関係部局、建築研究所、学識経験者、

関係団体、等との連携、更に、内閣府のPRISMという

制度も活用して技術開発を進めきた。なお、検討結

果の一部を、弊所Webで発表している。 
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